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町
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運
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①
み
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役
運
動 

②
ま
ち
自
慢
運
動 

③
現
役
延
長
運
動

ま
ち
づ
く
り
テ
ー
マ・
合
言
葉

キ
ラ
リ
☆
月
山
健
康  

元
気  

に
し
か
わ
！

月山朝日観光協会イメージ
キャラクター「ガッさん」

‐ 主な内容 ‐

本坊元児のにしかわ日記P2
P12 にしかわ歴史めぐり













‐にしかわ歴史めぐり‐  

〜
シ
リ
ー
ズ
〜 

に
し
か
わ
歴
史
め
ぐ
り  　

第
３
回
「　
　

安
中
坊
の
歴
史
」

あ
ん
ち
ゅ
う
ぼ
う

江
戸
時
代
の
「
安
中
坊
」

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
安

中
坊
・
大
江
氏
は
「
吉
長ｰ

道
空

ｰ

義
綱ｰ

広
興ｰ

広
隆ｰ

広
照ｰ

広
義

ｰ

広
顕ｰ

広
秀ｰ

広
親ｰ

広
豊ｰ

広
信

ｰ

広
満
」
と
連
な
り
、
阿
弥
陀
屋

敷
の
墓
地
に
ほ
と
ん
ど
の
墓
石
が

遺
っ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
安
中
坊
は
代
々
羽

黒
山
の
修
験
を
生
業
と
し
、
吉
長

の
代
で
天
台
宗
の
東
叡
山
に
属
す

る
無
量
寿
院
を
興
し
ま
す
。
同
院

は
広
隆
（
元
禄
期
）
、
広
豊
（
天

保
期
）
の
時
に
再
建
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

吉
長
の
子
・
道
空
は
『
安
中
坊

系
譜
』
を
作
成
し
、
慶
安
二
年

（
一
六
四
九
）
、
江
戸
幕
府
将

軍
・
徳
川
家
光
か
ら
阿
弥
陀
堂
領

に
御
朱
印
・
百
十
八
石
九
斗
余
を

拝
賜
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
空
の
弟
に
羽
黒
山
参

道
の
石
段
や
杉
並
木
造
成
に
寄
与

し
た
羽
黒
山
第
五
十
代
別
当
・
天

宥
が
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
江
戸
時
代
の
安
中
坊
・
大

江
氏
と
羽
黒
山
の
関
係
が
親
密
で

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

発
掘
さ
れ
た
歴
史

　

平
成
四
年
、
本
町
で
は
「
西
村

山
地
域
史
研
究
会
」
会
長
の
故
・

阿
部
酉
喜
夫
氏
に
安
中
坊
・
大
江

氏
と
阿
弥
陀
屋
敷
に
関
す
る
考
証

調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

阿
部
氏
の
調
査
の
結
果
「
安
中

坊
の
歴
史
的
価
値
は
非
常
に
高
く
、

今
後
の
西
川
町
の
歴
史
的
価
値
を

創
造
し
て
い
く
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
」
と
の
見
解
で
し
た
。

　

町
で
は
、
歴
史
の
実
証
的
解
明

と
今
後
の
整
備
計
画
を
策
定
す
る

に
あ
た
り
、
平
成
十
一
年
か
ら
十

五
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

第
一
次
調
査
で
早
速
鎌
倉
時
代

の
遺
物
（
珠
洲
焼
擂
鉢
）
が
発
見

さ
れ
、
第
二
次
調
査
で
は
さ
ら
に

古
い
奈
良
・
平
安
時
代
の
遺
構
や

遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ

て
吉
川
地
区
に
は
鎌
倉
時
代
前
に

も
集
落
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
中
世
末
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
土
塁
状
遺
構

や
柵
列
遺
構
な
ど
が
出
土
し
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
は
近
世
以
降
に

作
ら
れ
た
も
の
が
大
半
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
阿
弥
陀
堂
別
当
が

居
住
し
た
安
中
坊
の
寺
や
、
大
江

広
元
・
親
広
親
子
と
多
田
仁
綱
を

祀
っ
た
無
量
寿
院
の
跡
地
は
、
安

中
坊
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
重
要

な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。

継
承
さ
れ
る
「
安
中
坊
」

　

無
量
寿
院
は
前
述
し
た
広
豊

（
天
保
期
）
の
時
代
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
、
建
物
に
付
随
し
て
井

戸
（
深
さ
約
４
ｍ
）
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
、
十

五
代
将
軍
・
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉

還
に
よ
り
、
安
中
坊
も
阿
弥
陀
堂

領
の
御
朱
印
を
上
地
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
の
廃

仏
毀
釈
の
際
、
安
中
坊
は
僧
籍
を

離
れ
廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
時
、
阿
弥
陀
堂
は
解
体
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
、

阿
弥
陀
堂
跡
地
と
推
測
さ
れ
る
場

　

２
０
２
１
年
は
、
承
久
の
乱
の
の
ち
に
大
江
親
広
が
西
川
町
に
入
部
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
８
０
０
年

と
さ
れ
る
節
目
の
年
。
今
年
度
、
町
で
は
大
江
親
広
公
入
部
８
０
０
年
を
記
念
し
た
「
安
中
坊
別
当
屋

敷
跡
」
の
整
備
工
事
や
、
安
中
坊
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
西
川
町
と
大
江
氏
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
節
目
の
年
を
迎
え
た

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

所
に
は
地
蔵
堂
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

無
量
寿
院
は
、
明
治
九
年
か
ら

二
十
七
年
ま
で
「
吉
川
学
校
」
の

校
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
吉
川
地
区
の
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
寺
内
で
勉
学
に
励
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
二
十
八
年
、
無
量
寿
院
は

建
物
ご
と
山
形
市
の
常
念
寺
に
譲

渡
さ
れ
、
現
在
も
同
寺
の
庫
裡
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

山
門
は
明
治
五
年
に
河
北
町
溝
延

の
聞
徳
寺
に
移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
本
町
・
寒
河
江

市
・
河
北
町
・
朝
日
町
な
ど
に
安

中
坊
に
ゆ
か
り
の
あ
る
遺
産
が
い

▶
寒
河
江
市
・
法
雲
寺
に
移
っ
た

　
厨
子

▶
河
北
町
・
谷
地
の

　
田
宮
家
に
移
っ
た
念
持
仏

▶
河
北
町
・
溝
延
の
聞
徳
寺
に
移
設
さ
れ
た
山
門

にしかわ歴史めぐり

～番外編～

「
安
中
坊
別
当
屋
敷
跡
」

   

整
備
工
事
、
進
行
中
で
す
！  

　

安
中
坊
・
大
江
氏
の
居
所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
、
吉
川
地
区
の
「
安
中
坊
別
当
屋
敷
跡
」
を
歴
史
公

園
と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
工
事
が
進
行
中
で
す
。
本
工
事
は
５
月
17
日
よ
り
開
始
さ
れ
、
９
月
末
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
完
成
後
の
様
子
は
次
号
以
降
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

く
つ
か
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
か
ら
現
代
ま
で
時
代

と
と
も
に
変
化
し
、
歴
史
を
繋
い

で
き
た
安
中
坊
・
大
江
氏
。
当
家

に
つ
い
て
の
ご
紹
介
は
今
号
で
一

旦
完
結
と
な
り
ま
す
。
地
域
で
長

年
受
け
継
が
れ
て
き
た
そ
の
歴
史

は
、
西
川
町
の
あ
ゆ
み
を
考
え
る

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
町
の
歴
史
遺
産

と
し
て
、
未
来
へ
と
継
承
さ
れ
続

け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

文
責
／
西
川
町
郷
土
史
調
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　

清
野
幸
夫

▲移設された無量寿院（山形市・常念寺）

▲工事中の「安中坊別当屋敷跡」

ゆ　

き　

お

さ
く 

れ
つ  

い  

こ
う

ど  

る
い
じ
ょ
う 

い 

こ
う

す　

ず　

や
き
す
り
ば
ち

む
り
ょ
う
じ
ゅ
い
ん

は
い

く　

り

ぶ
つ 

き 

し
ゃ
く

と
う
え
い
ざ
ん

じょうねんじ

も
ん
と
く
じ

ね
ん 

じ 

ぶ
つ

ず
　
し
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西
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
が
大
健
闘
！

　

大
江
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
８
月
８
日
、
「
第
29
回

山
形
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
西
村
山
地
区

大
会
」
が
開
か
れ
、
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
男
子
が
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
15
日
に
行
わ
れ
た
「
第
41
回
全
日
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
山
形
地
区
大
会
」
で
は
、

男
子
の
部
で
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
男
子
が
準
優
勝
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

＝
大
会
成
績
＝

　
「
第
29
回
山
形
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

　
　
西
村
山
地
区
大
会
」

　

▼
少
年
の
部
▽
第
１
位
＝
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
男
子

　

（
県
大
会
出
場
）

　

▼
少
女
の
部
▽
第
３
位
＝
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
女
子

　
「
第
41
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会

　
　
山
形
地
区
大
会
」

　

▼
男
子
の
部
▽
準
優
勝
＝
西
川
Ｊ
Ｖ
Ｃ
男
子

西
川
で
ス
ポ
ー
ツ
を
頑
張
る
皆
さ
ん
の
功
績
を
称
え
、

各
種
大
会
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

西
川
中
カ
ヌ
ー
部
が
全
国
の
舞
台
で
躍
進
！

　

月
山
湖
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
競
技
場
を
舞
台
に
８
月
19
〜
22
日
、

「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
令
和
３
年
度
全
国
中
学
生

カ
ヌ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
西
川
中
学
校
カ
ヌ
ー
部
の
皆
さ
ん
が
全

国
の
舞
台
で
躍
進
す
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

＝
大
会
成
績
＝

　
▼
男
子
Ｋ
ー
１
▽
第
７
位
＝
佐
藤
岳
眞
（
３
年
・
横
岫
）　

▼
男
子
Ｋ

ー
２
▽
第
４
位
＝
佐
藤
岳
眞
・
奥
山
昊
己
（
３
年
・
間
沢
）　

▼
男
子
Ｃ

ー
１
▽
第
６
位
＝
伊
藤
直
大
（
２

年
・
吉
川
）　

▼
女
子
Ｋ
ー
１
▽

第
４
位
＝
鈴
木
紅
葉
（
３
年
・
間

沢
）　

▼
女
子
Ｋ
ー
２
▽
第
２

位
＝
鈴
木
紅
葉
・
佐
藤
和
佳
（
１

年
・
横
岫
）　

▼
女
子
Ｗ
ー
４
▽

第
４
位
＝
鈴
木
紅
葉
・
荒
木
一
楽

（
２
年
・
吉
川
）
・
土
田
琳
子

（
１
年
・
大
井
沢
）
・
佐
藤
和
佳

　

▼
２
年
生
男
子
Ｃ
ー
１
▽
第

３
位
＝
伊
藤
直
大　

▼
１
年
生

女
子
Ｋ
ー
１
▽
第
４
位
＝
佐
藤

和
佳
▽
第
６
位
＝
土
田
琳
子

▲西川ＪＶＣ男子の皆さん▲西川ＪＶＣ男子の皆さん▲西川ＪＶＣ女子の皆さん▲西川ＪＶＣ女子の皆さん

▲西川中カヌー部の皆さん▲西川中カヌー部の皆さん



　

９
月
上
旬
頃
か
ら
、
町
内
各
地
の

ソ
バ
畑
一
面
に
白
い
可
憐
な
花
が
咲

き
出
し
、
秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
休
耕
田
な
ど
を
活
用
し

た
ソ
バ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、毎
年
10
月
中
旬
頃
か
ら
収
穫
作
業

が
行
わ
れ
ま
す
。（
撮
影
地
・
大
井
沢
）

　

本
誌
の
シ
リ
ー
ズ
「
に
し
か
わ
歴

史
め
ぐ
り
」
で
新
た
に
知
る
町
内
の

歴
史
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
号
楽
し

く
編
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

近
所
で
語
り
継
が
れ
る
歴
史
や
伝
説

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
猛
暑
が
続
く
夏
と
な
り
ま

し
た
が
、
９
月
に
入
っ
て
一
気
に
肌

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
寒
暖
差
で

う
っ
か
り
風
邪
を
引
か
な
い
よ
う
、

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。       

（
板
花
）

今
月
の
表
紙

西川町について詳しく知りたい方、ご意見・お問い合わせなどは、
町のホームページhttp://www.town.nishikawa.yamagata.jp/をご覧ください。

9／1　現在の人口と世帯数　人口　男  2,396人　女  2,571人　計  4,967人　世帯数  1,819  （　）は前月比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（－5）　　   （－1）　　 （－6）        （－3）

N
E
T
W
O
Ｒ
K
に
し
か
わ（
七
八
六
号
）　
令
和
三
年
九
月
十
五
日
発
行

□
編
集
発
行
／
山
形
県
西
川
町
　

〒
990-0792   西

川
町
大
字
海
味
510   ☎

0237-74-2111　
□
印
刷
所
／
㈱
若
月
印
刷
　

大
江
町
左
沢

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

月15日の夜、本道寺・月岡地区では毎年恒例となっている「夢花

火」の打ち上げが行われました。打ち上げ時間は15分ほどの小さ

な花火大会でしたが、地区の皆さんは地域の発展と新型コロナウイルス

感染症の終息を願い、夏の夜空を彩る大輪の花火を見つめていました。

８

今月の「＃いいべ西川」

▶Instagram　

　西川町公式アカウント「＠iibegassan」


